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大気球について

宇宙科学研究所西村 純

いつもにこやかな平尾先生が，特ににこやかに

話しかけてこられた。こういう時は得てして剣呑

である。 r今度の宇宙研ニュースに何か書いて下

さい。」 今は時期が大変悪い。 5 月の第一次大気

球実験に備えて研究室一同寸秒をゆるがせにせず

働いている時である。

かくするうちに日がたち締切日が迫ってきた。

宇宙研ニュースの企画をうかがった時「風のまに

まに」と云う欄を設けるとのことであった。風船

のカットを入れるとのこと。 r専門家?が見ても

おかしくない形でないとこまりますな・・・」と言っ

たのがいけなかったのか。

確かに気球は「風のまにまに」流されて行く。

年間十数機，数百kgの観測器を積んで三陸から飛

び立つ直径数十m の大型気球も例外ではあり得な

い。地上を離れた気球は中高度(十数km) のジェ

ットストリームに乗って東に流れて行く。速い時

は時速 200 km，新幹線の速きである。宇宙観測を

行なう高度30km-40kmになると風の向きは季節に

よって異なってくる。夏は定常的に東風が吹いて

いる。地上をはなれた気球は一旦東に進行するが，

やがて上層の東風に乗って観測点付近迄もどって

くる。落下傘で観測器をおろしてやれば回収でき

ると云う仕組である。

日本で気球による科学観測が始まった昭和20年

代には専らこの時期に放球が行なわれた。 8 月は

真夏，暑いまっきかりである。かんかん照りの中

を西瓜をた

べながらうF

球の戻って

くるのをま

っていたも

のである。

8 月は確

かに気球は

戻ってくる

が，戻り方

が早すぎる

難がある。

観測高度に
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今考えている新型のブーメラン気球では，気球

を上昇中に一且停めずに観測高度迄上げてしまう

方式である。気球は観測点上空を通って西に流き

れて行く。日本海上空に出ると北上山系にさえぎ

られて三陸からの受信は出来ない。そこで鳥海山

に出動した移動受信車がこれを追尾受信する。日

本海岸から西数百km出た所で気球の高度を下げ\ジ

ェットストリームに乗せて日本列島にもどそうと

言うアイデアである。この方式は前のブーメラン

に較べると再上昇用のバラストが不要となり放球

時の重量が軽くなると言う利点をもっている。こ

の 5 月にテストして，今後の観測に応用して行き

たいと考えている。

この様なコントロールを行なうにしても，気球

が上昇中に破壊する様なことがあっては元も子も

ない。材料は 100 分の 2 mm程度のポリエチレン皮

膜で，直径 100 m にも及ぶ大型の気球であるから，

その構造，材料，製作法，放球法のどの一つが欠

けてもうまく行かない。多くの方の長年の尽力の

結果ここまで安定してきたと言うのが実状である。

大気球の観測では観測器を特定の目標にむける

必要のあることが比較的多い。いわゆる姿勢制御

である。衛星の姿勢制御と違う点は観測器が気球

から吊きれている点である。気球が大気の擾乱で

回転や動きをおこすと吊紐を通して観測器は外乱

をうける。気球と観測器をつなぐ吊紐の影響をた

ち切らねばならない。

「よりもどし方向制御」と言うのはこの吊紐の

影響を積極的に利用した制御方式である。鉛筆を

結んだ紐を指でつまんで芯先を目標にむけるため

紐をねじってやる。鉛筆が動きだしてころあいを

見て紐を逆にねじると芯先は目標をむいて止まる。

気球と観測器の聞の吊紐に小型モータを入れて，

指先のように紐をねじってやれば観測器は目標を

むく。この様な簡単な方式ても指向精度は l 度角

程度で，ブラックホールの第一候補と言われる白

鳥座X線星の位置決定や「ひのとり」の前身にあ

たる太陽X線像観測!などいくつかの実験でよい成

果をあげてきた。

日本でこれまでに作られたもので一番よい精度

B. 新ブーメラン気球

図 1 ブーメラン気球と新ブーメラン気球

「気球をとばすJ (岩波科学の本)より

排気 /一一ー一一一一♀\
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入って 2 - 3 時間で観測所上空に戻ってきたりす

る。これでは十分な観測は望めない。そこで上層

の風が西風から東風に変りはじめる 5 月とその逆

に当る 9 月に観測の時期が選ばれて定着してきた。

第一次，第二次大気球実験が 5 月と 9 月に行なわ

れる理由である。

風のまにまに流きれて，気球があらぬ方向へ行

ったり，観測時聞が制限されたりするのはいかに

も科学的でない。そこで生まれたのが「ノ fワード

・バルーン」と言う概念である。気球に動力をつ

けて風にきからって停めておこうと言う考え方で

ある。しかし大型の気球を空気抵抗にさからって

動かそうとすると，かなりの推力を必要とする。

現にアメリカでは数年にわたり努力をつつ、けてき

たがその成績はよろしくなしυ

ここは相手の力に逆わらず，気球を望む方向へ

誘導すると言う東洋的な考え方の方がよいのでは

ないだろうか。幸い上層の風は高度によって向き

も速さも違っている。気球が高度十数kmに昇った

時に-.6.上昇を止める この結果気球はジェット

ストリームに乗って 2-3 時間後に東方数百km迄

進行する。気球を再上昇させて観測高度迄持上げ

ると今度は西風に乗ってゆるやかに観測点にもど

って来る。こうして20-30時間の観測を行なって

観測器を回収することができる。我々はこれを「

ブーメラン気球」と呼んで10年程度の聞に約20機

の観測についてよい成績をおきめることができた。

( ) 東風 r¥
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を得たのは機械技研の矢島きん達の開発した赤外 ので慎重に双方で検討している。オーストラリヤ

望遠鏡の制御装置で， 「コントロール・モーメン は日本とアメリカ，イギリス等数か国で気球基地

ト・ジャイロ」を用いた本格的なものである。星 を協同で組織しようと言う話である。中国は日本

の追尾精度は 2-3 秒角程度である。 から放球した気球が日本海を渡り中国で観i~IJ，追

やや使い易いものとして 1 分角を目標に今我々 尾し回収しようと言うものである。

が開発中のものは「リアクション・ホイー/レ」の 日本で開発された技術を生かして，これらの計

方式をとっている。吊紐の影響を避けるための方 画の中から宇宙科学の新しい分野がひらけてくる

孔に最大の検討をかきねている所である。 ことを期待して検討をつづけている所である。や

最後に大気球の国際協力に触れておかねばなる がてシルクロードの上空を西に進む日本の気球の

まい。今議論中の話はアメリカ，オーストラリヤ， 写真が宇宙研ニュースに登場することになるだろ

中国との間である。アメリカは太平洋横断の観測 う。 r風のまにまに」である。

( 気球である。一般に観測高度での西風が不安定な

お知らせ東東淑淑漸減淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑)@似淑で~

ISASReport ，宇宙研報告および ISAS RN の発行について・匂

〆-

-〆

宇宙科学研究所は，その研究成果を公表するた

めに， TheInstituteofSpaceandAstronautical

ScienceReport と宇宙科学研究所報告を刊行し

ます。以下でこれらをそれぞれ ISAS Report と

宇宙研報告と略称します。

ISAS Report は欧文，宇宙研報告は和文で書

かれた研究論文であって，著作権の対象となり，

世界中のどこでも，また後日いつでも access 出来

るという性格を持つ出版物であります。 ISAS

Report も宇宙研報告も単一の学術論文を 1 編と

する普通号の外に，同ーの目的をもった多数の論

文をまとめたいわゆる特集号形式の編集も予定し

ております。

これらと別に The InstituteofSpaceandAstroｭ

nauticalScienceR巴 search Note ，略称 ISAS RN も

印刷します。これは，所定の様式で著者が全部を

作製した原稿をそのままオフセット印刷し，全部

*真空燃焼試験棟の起工式おごそかに

去る 4 月 27 日(月)に能代ロケット実験場におい

てHATS (高空性能試験システム)の根幹部分で

ある真空燃焼試験棟の起工式が，森所長はじめ 50

人の参列者の見守る中で，鎌入れ・くわ入れ・神

酒等おごそかに行われた。

を著者に渡すもので，後日 access することは出来

ませんが，多様な使われ方で，従来も便利に利用

きれていた印刷物であります。

宇航研の廃止，宇宙研創設の過渡期に，このよ

うな研究報告類の発行が数か月停止きれていた関

係もあって，早急な発行の開始が望まれます。

ISAS RN についてはすでに原稿の受付け，印刷

等の業務を開始しており， 赤い表紙の新しい

ISAS RN もすでに発行されました。 ISAS

Report と宇宙研報告については，投稿規定等の整

備を進めておりますが，投稿の申し出があれば個

別に審議して発行します。

ISAS RN の原稿は情報資料第二係電話 223 担

当高橋に提出して下さい。 ISAS Report と宇宙

研報告の発行についての御意見・御希望は下記図

書・出版委員にお寄せ下さい。

図書・出版委員 大島 (382 )・雛田 (379 )・中村 (348 )

女ヘリコプターからの回収実験成功

4 月 28 ・ 29 日および 5 月 1 日の 3 回にわたって，

能代ロケット実験場で地上2300m のヘリコプター

からペイロードを落下，パイロットシュー卜とメ

インシュートを開傘して 3 個とも無事回収した。
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琴星に関するコスパー特別パネルに出席して

一一一ソ連のハレー慧星観測計画一一

平尾邦雄

1981年 4 月 3 日パリの caSPAR (宇宙空間研

究委員会)本部で前年の総会で設置がきめられた

「琴星に関する特別ノぞネノレ」の第 1 回会合がひら

かれた。これは主に 1986年のハレー茸星の出現に

際して宇宙船を送って観測を行う機関からの代表

があつまってこれらの観測結果を最大限に効果的

にする方策を考えようとするための会議である。

プラネット A計画をもっ宇宙科学研究所からは私

が，ジオット計画をもっ欧州宇宙機構からは ES

Aのハスケル博士が，そっしてインターコスモス

(ゥーェネラニハレー)計画をもっソ連からはサグ

テーェエフ博士，それと I HW(ハレー慧星監視)

計画をもっ米国からレヴィ博士が出席し，フラン

スのブラモン博士が司会した。NASAは今は直接

観測計画をもっていないのでオブザーバが来る筈

であったが都合により欠席ということであった。

この会合ではじめて示きれたソ連の計画をここで

述べて見ょう。

ソ連の計画はヴェネラ=ハレーの示す通り，初

めは金星にむけていたミッションを更に延長して

ハレー茸星にまでひろげ‘ょっとするものであり東

欧圏(ハン方、リー，ブルカ、‘リ-ア，チェコスロパキ

ア，ポーランド)やフランス，オーストリア，西

独等の西欧圏の科学者もだきこんでインターコス

モスの名称で行うものである。予定としては1984

年12月 25 日土 l 日のうちに2 機の宇宙船をうち上

げ85年 6 月に金星へのプロープをおろしたあと2

機共金星30 ， 000kmあたりの所からハレーにむけて

飛行し以後数か月以内にMidcourseCorrection

をしてハレーにむかつ。最終的には 1986 年 3 月 8

日と 10 日にそれぞれハレーから 5 ， 000 km 以上はな

れた所を相対速度約 75km/ 秒で、通そうというもの

である。宇宙船は今のところダストシールドをも

っ予定はなく，窒素方スをつかった 3 軸制御方式

-4

で約 2 分の l 度以内に数分の精度で姿勢制御を行

う計画である。データ伝送はLバンド(S バンド

も使うかもしれない)で65kbit/secで行うという

ことである。又宇宙船にはScanningPlatformも

もっている。

さてそれぞれの宇宙船で行う観測は抱大なものへ

である(科学観測機器重量120kg)。大きくわけで

遠隔測定と直接測定があり，前者は先づ広角(5° )

と狭角 (0.5°) のテレビカメラであって， CCD を使

い可視及び赤外の撮像をするとのことであり，こ

の中でもいくつかスペクトルレンジを変えると述

べていた。第 2 は 3 チャンネルの望遠鏡でスリッ

ト型のスペクトロメータをつけ l200A から 3 -40

OOA ，および可視と近赤外のスペクトルをとると

いうものである。向 λ/6λ-100 とのことである。

第 3 は赤外スペクトロメータでやはり入 /6λ-100

程度で 4 -20μ のレンジのスペクトルをとるとのこ

とであり空間分解能は最も近づいた時で 5 km 程度

であるとのことであった。直接測定としてはプラ

ズ.7 の測定であってその中にはリターデイングポ

テンシャルトラップ型の太陽風粒子観測， 100keV

程度の粒子観測， 10-30 ， 000Hz および 0.1-100

Hz をカバーするプラズマ波観測およびベクター磁

力計をつむとのことである。またイオン質量分析

器を搭載する。この他に検討中のものとして中性

ノ fラホラ

アンテナ

図 2 ソ連のハレープローブの概念図

(サグデーエフ氏による)



質量分析器，簡単なダストカウンタやD/H比の測

定器がある。特にD/H比測定はフランスの提案で

あるが線のひろがりのためむずかしいのではない

かという一方，フランスの金星ノ{)レーンがもっと

小さければのせられるなどといっていた。そして

まだ余裕があるので米国の科学者も Invite できる

といいながらそれでも政治的なむずかしさがあろ

うから他の東欧圏とくんでもらったら出来るかも

しれないなどといって皆を笑わせていた。

最後にソ連が事前に計画を発表するのは初めて

ではないかねとひやかされ，それに対し，いやア

ポロ・ソユーズの時には事前発表をしたと答え，

それでは 2 回目かとひやかされ皆で大笑いしたこ

とであった。

究合同機構)の物理学者A.de Rujula とハーバー

ド大学のノーベル賞授賞者の Sheldon Glashow

の“もしニュートリノに質量があるとすれは、，そ

の崩壊は紫外天文学の観測で見出されるだろうと

の予想に基き NASA GSFC (ゴダード宇宙飛行

センター)の Floyd W.Stecker がロケット観測

テータから波長 0.00017mm 附近にニュートリノの

崩壊によるものらしいスペクトルを見出した。そ

の結果をもちいての計算によると長い間問題にさ

れている Missing mass も宇宙にあるニュート

リノの質量で説明できるのではないか"とされて

いる。 (NASA NewsRelease80-163)

*小惑星にも衛星があるグ

最近になって天文学者は小惑星にも衛星がある

のではないかと考え出している。以前はこのよう

な小きな系は不安定であると考えられていたが，

最近ではそうではない。イリノイ大学の Prairie

観測所での Pallas (直径 608km) による掩蔽観測

や Lowell 天文台における Herculina による掩蔽

観測からそれらの小惑星による掩蔽の他に小きな

物体による掩蔽現象がついているようなデータが

とられこれらの衛星の存在を示すデータが得られ

つつある。

(ScienceVol.211No4488

20March1981pp1333-1336)

,.-

住にまに
安ニュートリノが質量を

もっている.グ

(紫外天文学の成果)

CERN(欧州原子核研
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*シャトルのブースタ無事回収

シャトルオービタ「コロンビア号」から発射後

2 分12秒で分離された 2 本の固体ロケットブース

タは発射点から 250 kmの洋上で無事回収された。

着水の時の衝撃でノズルが少し損傷を受けている

外はほほ、完全な状態で，回収船Freedom と Liberty

によりそれぞれ曳かれ，ケープカナベラルに戻さ

れた。 NASA のマーシャル宇宙飛行センター当局

は，予定通り再使用が可能であると表明している。

(AviationWeekApril 20, 1981)

*スペースラブ計画の現況

スペースラブ 1 号には E SA (欧州宇宙機関)

と N ASA (米航空宇宙局)が選んだ37の実験が

搭載されることになっており，大気物理学，地球

観i~IJ，プラズマ物理学，材料科学・工学，天文学

・太陽物理学などが含まれている。そのうちES

A関係は24で重量1.4 トン。 NASAの選んだもの

が13で重量が同じく1.4 トン。 NASAのものの中

には，宇宙科学研究所の大林辰蔵教授をチーフと

する「人工オーロラ実a験」が含まれている。スペ

ースラブl 号の打上げ.は1982年末になるだろうと

観測されている。

(Spaceflight Vol.23No.2Feb., 1981)
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女東京大学前総

長の向坊隆先生

から衛星「ひの
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成功に際してお

祝いのったを頂

戴しました。

ここに謹んでご

披露申し上げ、ま

す。

*ボイジャー 2 号のその後

1977年 8 月 20 日に打上げられ1979年に木星につ

いて驚異の情報を送ってきたボイジャー 2 号の健

康状態を点検したNASA当局は，この程現在の軌

道をそのまま進ませることを決定した。今年 8 月

25 日に土星に出会った後，天王星へ向け 5 年の旅

に出る。ボイジャー 2 号は86年 1 月 24 日に天王星

から 10万km (地球・月間の約泌)の所を通過する

予定である。

(Sky&Telescope , Apr. , 1981)

暦のはなし(その 1 )
戸小戸ミ f戸、\

\匂)~宙

現在国際度量衡総会で時間の単位としての l

秒の長さはセシウム 133 原子の振動をもとにし

て決めてあり，これによると(固い話をぬきに

すれば)地球が太陽のまわりを 1 周する時間(

1 太陽年)は365.24219878 日である。ただ我々

の暦は 1 日が単位だから暦の上での l 年に 0.24

22 日という端数が存在しては困る。そこでこの

端数を切り捨てて 365 日を 1 年としたものが平

年である。 l 年で0.2422 日のずれならば約 4 年

で 1 日になるので 4 年に 1 度だけ 1 年を 366 日

にし(閏年)多少のつじつまを合わせることが

できる。これがB.C.45年にジュリアス・シーザ

ーがアレクサンドリアの天文学者ソシゲーネス

の助力で創設したユリウス暦である。しかしこ

れも 1 太陽年を 365.25 日きっかりに規定してい

るという点での不備があり， 365.2422 日と 365.

25 日のずれが積もり積もって， 16世紀には 3 月

21 日に起るべき春分 (325年ニケーアの宗教会議

で決定)が10 日も食いちがい 3 月 11 日に起るこ

とになってしまった。そこで当時のローマ法王

グレゴリウス 13世は 1582年 10月 4 日の翌日を 5

日の代りに 15 日と呼べと布告し，さらに将来こ

のような食い違いが生じるのを避けるために400

年に 3 回の閏年を省くことにした。即ち西暦の

4 で害IJ り切れる年は原則として閏年とするが，

そのっち 100の倍数で400 で害I]り切れない年は平

年と定めた。これが現用のグレゴリオ暦である。

現在日本も含めて世界の国々は殆んどグレゴリ

オ暦を用いている。

さてグレゴリオ暦で或る年の 1 月 1 日が月曜

日だったとすると，この次に 1 月 1 日が月曜日

に当るのは何年後であろっか?一寸考えていた

だければこれは28年後であることが分る。する

とカレンダーは28種類用意すればよいことにな

る。この地球の公転(つまり地球から見た太陽

の運動)をもとにしたカレンダーの28年という

周期を Solar Cycle と呼んでいる。

ところで月の満ち欠け(朔望)だけをもとに

して作った暦(純粋の太陰暦)では，新月(朔)

を必ず月初めとする。然るに l 朔望月(つまり

新月から次の新月まで或いは満月から次の満月

まで)は 29.530588 日だから，これを平均29.5 日

と考えて 29 日の月(小の月)と 30 日の月(大の

月)を交互に配置し， 29.5 日と 29.530588 日の

差が累積した分を時々大の月を続ける(連大月)

ことによって補う方法をとる。このやり方だと

235朔望月は 19太陽年とほぼ、等しいので，月は 19

年を周期として同月同日に同じ位相を繰り返す。

B.C.433 年にメトンが発見したこの 19 年という

月の周期をメトン周期とよぶ。

一宇宙研一 的 )11 泰宣
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タイルのお話はいかが
戸小~(宍ト\

\、シデ宙

既に御承知のように，スペースシャトルは 4

月ついに初飛行に成功しました。今回のコロン

ビア号の飛行でも問題となりましたが，計画全

体の遅れの一因は耐熱タイルの開発にありまし

た。そこで\A&AJan.1981 に，“ The Shuttle

TileStory" という NASA Langley 研究所員

による苦心談が載っておりましたので，ここに

一部紹介させていただきます。

タイ jレは NASA と Rockwell International が

70 年代初めに Loci くheed Missile&SpaceCo.

に発注したことに始まったのですが， 79 年遅れ

ながらも進んでいたシャトル計画に，この耐熱

システムT. P.S. (ThermalProtectionSystem)

の強度上の問題がもちあがりました。それは，

個別には十分な強度をもっとされていた T.P.S.

の R.S .I (Reusable SurfaceInsulation)(タイ

ノレ〕と， S.l.P.(Strain-IsolationPad) の接合

体テストの結果，所定強度の半分しかないこと

か‘明らかになったことでした。これは， S.l.P.

の縦通繊維による強度むらに伴う応力集中が原

因だったようです。この年の 10 月には，その対

策として， Ames 研究所等により， R.S. l.の接着

面の繊維聞を充填することが決定されました。

当然ながら，接合体の強度は，こうして 60% ｭ

100%改善されたそうです。しかし， コロンビア

号には既に未対策のタイルが数多く張りつけら

れていました。 tile story は，このあたりの説

明に苦労していますが，結局， 1.25の安全率で，

実際に真空チャックで弓|っ張ってみる試験がな

され，一部は，対策済みのタイルと替えられた

そうです。しかし，コロンビア号に張りつけら

れたタイル全部が処理済みだったわけではなし

このあたりが今回のタイル脱落と関連があるよ

うです。 T.P.S.の寿命は， S.l. P. の繊維のほぐれ

によるのびによるらししキリのようにして取

りつけることも新しく考えられているそうです。

一宇宙研一 川口 淳一郎

天の利、地の利、人の利

野村民也

ニュース編集担当の平尾教授から， 「芋焼酎」

という欄を設けたから，寄稿して欲しいとの需め

があった。雛形になるようなものをという注文で

ある。東京大学の学内広報は，毎号大変気の利い

た「淡青評論」というエ γ セイを掲載している。

恐らくそのようなものをお望みなのであろうが，

なかなかそううまくは参らない。特に初回である

から，少しお固い話として，今回の宇宙科学研究

所設立に至る 2 年間の経緯を顧みて，強〈感じて

いることを書き留めておきたい。できれば、芋焼酎

に繋がる落ちがつけられればと思っている。

今回の改組は，宇宙航空研究所という独立部局

の廃止を伴ったということで，東京大学としても
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未曽有のことであったが，当初に懸念されたよう

な混乱もなく，事はまず平穏の裡に推移した。孟

子の言に「天之時不如地之手IJ，地之利不如人之和」

というのがある。時，利，和と修辞しているが，

全てを利としても同じ意味となろう。改組が平穏，

円滑に進んだ蔭には，これら三つの利のいずれも

が整っていたように思つ。機が熟していたことを

天の利とすれば，駒場で新研究所が発足したこと

を地の利といえなくもない。然し最も預って大き

かったのは，人の利であった。

先ず総長が向坊先生であったこと，それ故にこ

そ宇宙航空研究所は改組に踏み切ったといえる。

加うるに改組の方向づけの段階に剛の水野先生，



具体化の段階に柔の藤井先生と両特別補佐の配列

も妙をえていた。また種々の局面に不思議な才能

を発揮した上村総長補佐の存在も忘れられない。

西島理，久松工の両学部長，特に最も深い関わ

りのあった久松工学部長は第二工学部の一回生で

私が二回生，生研の田中前，石原現所長が三回生

と，奇しくも三部局の長がいずれも二工出身であ

った。お蔭で遠慮なく力になって頂けたことは，

私にとっては大変幸いなことであった。

吉田，望月両局長，舟橋庶務，佐藤経理各部長

をはじめとして，東大事務局には話のし易い方々

が揃っていた。また斎藤事務部長，戸張管理，上

田経理両課長を頂点とする宇宙研事務部首脳も，

私の知る限りでは粒選りの布陣であった。綱紀粛

正に絡む厄介な問題もあり，改組の準備と併せて

恐らくは平時に数倍する仕事があったろうと思う

が，良くこれをこなされた功績は大きい。なお職

員問題については，特に親身になって援けて頂い

た木村職員委員長を始めとする職員委員会の方々

も，私としては忘れることができない。

以上は学内における人の利であるが，改組が東

京大学で正式に討議されるようになった以降，文

部省においても直接の関係にあった学術国際局の

篠沢前，松浦現局長，大崎審議官，斎藤前，勝谷

/1漏\\ 創刊号につづいて標準スタイルに

三ぷ)よる編集をすませた。いろいろ寄稿¥I~愛言己 11

又ζ二7 をお願いした方々が編集部のお願い

をお聞き入れ下さって，約束の日迄に原稿を下さ

ったことに対して厚くお札を申し上げたい。この

ような仕事には何よりも期日が大事であって，寄

稿者，編集者，印刷屋の気合があってこそ予定通

りに事をはこぶことができるので今後も稿をお寄

せいただく方によろしくお願いしたい気持で一杯

である。まもなくニュース専用の原稿用紙も出来

上る予定なのでそれをもってお願いにあがる予定

現研究機関課長，重藤研究調整官といった方々の

適切な助言があった。また宇宙開発委員会に吉識

委員長代理，斎藤委員がおられ，更に科学技術庁

の幹部も，この改組に理解を惜しまない人が多か

った。

以上のような人の利は，どの一角が欠けていて

も，恐らくは改組の円滑な推移を妨げ，歪を残す

ことになったであろう。ともあれ，こうした利に

恵まれて改組は達成きれた。最後の所長としての

二年間，どうやらその任を完うすることができた

ことは，多くの方々の利に恵まれ，ご援助を頂い

た賜として，感謝の言葉もないくらいである。

所長在任中は，改組と綱紀粛正の二つが重なり

夕刻から夜に懸けて，種々な方とご相談する機会

が多かった。嫌いではないし，皆さんのご苦労を

労らう意味もあってお酒，主としてウイスキーを

用意する。呑み過ぎではないかと言われたことも

あるが，大部分は他の方々が呑まれたのだと弁解

して置きたい。その証拠に改組の目途がたった昨

年末以降は，そうした機会は激減した。

それにしても，屈託をもっての酒は宜敷くない。

これからは，晴れて芋焼酎などを楽しめるかと思

うと，誠に嬉しい限りである。これでどうやら，

最後が「芋焼酎」に結びついた。

であり，又投稿御希望の方にもお送りしたいと思

っている。このニュースはここしばらく次の人々

ですすめることにしている。松尾弘毅，橋本正之，

牧島一夫，柳沢正久，的川泰宣，高橋義昭の諸君

と私平尾邦雄である。毎月一回の編集会議でこの

大役をはたそうと頑張っている。(平尾)

~表紙カット~

銀河中心付近の X線パースターの分布を示す。

白丸は「はくちょう」の発見したもの，黒丸はそ

れ以前に知られていたものである。なおパックの

カットは，ブラムスチードをもとに牧島が描いた。
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